
2004 年 10 月 
日本銀行調査統計局 

 

企業物価指数における調査価格の変更実績（2004 年 4～6 月中） 

 
１．調査価格の変更件数 

── ( )内は前年、[ ]内は全体の調査価格数＜2004／6 月時点＞ 

主な類別 件 数 主な品目名 

国内企業物価 [5,515] 390(562)  ──── 

 電 気 機 器 
 
 
 
 

そ の 他 工 業 製 品 
 
 

一 般 機 器 
 

繊 維 製 品 
 

加 工 食 品 
 

化 学 製 品 
 

窯 業 ・ 土 石 製 品 
 

鉄 鋼 
 

精 密 機 器 

1 2 5 ( 1 6 5 ) 
 
 
 
 

 4 8 (  3 1 ) 
 
 

 3 9 (  4 6 ) 
 

 3 2 (  3 5 ) 
 

 2 7 (  3 7 ) 
 

 2 2 (  5 4 ) 
 

 2 2 (  1 7 ) 
 

 1 6 (  4 6 ) 
 

 1 5 (  2 1 ) 

汎用コンピュータ･サーバ、パーソナルコンピュータ、
磁気ディスク装置、光ディスク装置・光磁気ディスク
装置、録画・再生装置、ビデオカメラ、オーディオ、
カーオーディオ、電気掃除機、メモリ部品、スイッチ
ング電源、液晶デバイス、工業計器、医療用計測器 
木製流し台セット、金属製流し台セット、一般書籍、
自動車タイヤ、革製ハンドバック、球技用具、ゴルフ
用具、筆記具、電光表示器、線香・香 
プレス機械、車両搭載形クレーン、半導体製造装置、
カーエアコン、娯楽機器、家庭用ミシン、バルブ 
ポロシャツ･Tシャツ･トレーナー、女子用スーツ・ス
カート類、子供服、スポーツウエア、タイヤコード 
なたね油、大豆油、ハム、ベーコン、たれ、米菓、か
りん糖 
有機ゴム薬品、ポリプロピレン、総合感冒剤、染料、
メーキャップファンデーション 
電球類・電子管用ガラス、生コンクリート、繊維強化
セメント板、耐火れんが 
厚・中板、熱延広幅帯鋼、冷延薄板、冷延広幅帯鋼、
冷延電気鋼帯、ブリキ、配管用鋼管 
カメラ用交換レンズ、顕微鏡、眼鏡枠、眼鏡レンズ 

輸 出 物 価       [1,156] 1 0 9 ( 2 3 2 ) ──── 
 電 気 機 器 

 
一 般 機 器 

 
化 学 製 品 
金 属 ・ 同 製 品 
そ の 他 工 業 製 品 

 4 4 (  9 4 ) 
 

 1 6 (  3 0 ) 
 

 1 3 (  3 2 ) 
 1 3 (  3 3 ) 
 1 0 (  1 1 ) 

ビデオカメラ・デジタルカメラ、民生用電気機器、メ
モリ部品、電気測定器、工業計器、医療用計測器 
汎用ディーゼル機関、舶用ガソリン機関、プレス機械、
半導体製造装置、業務用エアコン 
アクリル酸・アクリル酸エステル、農薬、塗料 
厚・中板、ブリキ、ステンレス鋼管、ガス・石油機器 
ガラス繊維、耐火物、ゴルフ用具、筆記具 

輸 入 物 価       [1,629] 1 1 2 ( 2 7 7 ) ──── 
 機 械 器 具 

 
繊 維 品 
木 材 ・ 同 製 品 
石油・石炭・天然ガス 
食 料 品 ・ 飼 料 
化 学 製 品 

 5 6 ( 1 3 2 ) 
 

 1 4 (  3 0 ) 
 1 4 (  2 6 ) 
  8 (  1 1 ) 
  8 (  2 2 ) 
  5 (  1 5 ) 

印刷機械、電子計算機本体、ルームエアコン、医療用
計測器、普通乗用車、自動車部品、時計 
綿織物、ブラウス、子供服、リネン、カーテン 
ラワン丸太、米松製材、北洋材製材、欧州材製材 
原油、一般炭 
塩かずのこ、アイスクリーム、こうりゃん 
酸化チタン、ホルモン剤、染料、化粧品 

合    計 [8,300] 611(1,071) ──── 

（注）調査価格の変更：調査対象商品の変更、取引条件の変更、調査先の変更、輸出先・輸入元の変更、
契約通貨の変更等。 



 

 
 
２．新旧商品の品質調整の方法 

── 件、( )内は前年 

 国内企業物価 輸 出 物 価 輸 入 物 価 合  計 
コ ス ト 評 価 法         
オーバーラップ法 
ヘ ド ニ ッ ク 法         
直 接 比 較 法         
単 価 比 較 法         
比 較 困 難         
そ  の  他         

 86(  77) 
 19(  34) 
 20(  22) 
 93( 146) 
  4(   8) 
164( 269) 
  4(   6) 

15(  34) 
 0(   8) 
 4(   8) 
21(  74) 
 0(   1) 
60( 101) 
 9(   6) 

13(  56) 
 4(   0) 
 5(   7) 
49(  70) 
 1(   4) 
34( 132) 
 6(   8) 

114( 167) 
 23(  42) 
 29(  37) 
163( 290) 
  5(  13) 
258( 502) 
 19(  20) 

（注 1）各品質調整方法の内容とその具体例については、「卸売物価指数の解説」付録編の付８「品質調整
の具体例」をご覧下さい。 

（注 2）「その他」は、契約通貨の変更等。 

 

 

 

３．指数上の処理 

── 件、( )内は前年 

 国内企業物価 輸 出 物 価 輸 入 物 価 合  計 
値 上 げ 
保 合 い 
値 下 げ 

 36(  36) 
270( 435) 
 84(  91) 

 8(  22) 
83( 170) 
18(  40) 

  8(  15) 
 83( 215) 
 21(  47) 

 52(  73) 
436( 820) 
123( 178) 

（注）オーバーラップ法（新旧商品の価格差を両商品の品質差とみなして、実質保合いで指数を接続する
方法）を適用したケースについても、新しい調査価格が前月に比べ下落（上昇）している場合は、値
下げ（値上げ）処理として扱っている。 

 

 

 

４．その他 

【①価格調査段階の変更＜国内企業物価＞】 

── ( )内は変更を行った調査価格数 

類 別 品目名 変更内容 実施月 
電 気 機 器 

〃 
その他工業製品 

表示装置            （ 1） 
超音波応用装置    （ 2） 
モデル・模型品     （ 2） 

卸売→生産者 
卸売→生産者 
卸売→生産者 

4 月 
4 月 
6 月 

── 需給の動きや技術革新の影響を含めた価格動向を、より的確に指数に反映する目的
で実施。 



 
【②平均価格の採用に関する変更】 

── ( )内は変更を行った調査価格数 

類 別 品目名 変更内容 実施月 
国 内 企 業 物 価 ──── ─── ── 
 加 工 食 品 

〃 
窯業 ･ 土石製品 

〃 
一 般 機 器 
電 気 機 器 

〃 
〃 

その他工業製品 

たれ            （ 1） 
米菓           （ 4） 
生コンクリート     （ 7） 
耐火れんが      （ 2） 
プレス機械      （ 2） 
電気測定器      （ 2） 
半導体・ＩＣ測定器   （ 1） 
工業計器       （ 2） 
畳・畳床       （ 2） 

標準価格→平均価格 
標準価格→平均価格 
取引価格→平均価格 
平均価格→取引価格 
標準価格→平均価格 
標準価格→平均価格 
標準価格→平均価格 
標準価格→平均価格 
取引価格→平均価格 

6 月 
4､5 月 
4､5 月 
6 月 
6 月 
6 月 
6 月 
6 月 
5 月 

輸 出 物 価 ──── ─── ── 
 一 般 機 器 
電 気 機 器 

水中ポンプ      （ 1） 
トランジスタ      ( 1) 

平均価格→取引価格 
取引価格→平均価格 

4 月 
5 月 

（注）取引価格：実際の取引価格。 

標準価格：標準的な建値、仕切価格、定価×掛目、料金表価格など、実際の取引において目安と
される標準的な価格。 

平均価格：商品あるいは取引条件の異なる複数の実際の取引価格を、それぞれの取引数量で加重
平均した価格。 

 

 

以 上 


